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◇ドイツ語特別講義◇
トーマス教授（レーゲンスブルク大学）
異文化間コミュニケーションと外国語授業
宇佐美幸彦
2004年5月29日(±)に、千里山キャンパス第1学舎AV-B教室にて、 ドイツのレーゲンスブルク大
学アレクサンダー・トーマス教授を迎えて、 ドイツ語による特別講義「異文化間コミュニケーショ
ンと外国語授業」が行われた。約80名の学生と大学院生、教員が参加し、通訳は杉谷慎佐子外国語
教育研究機構教授、司会は私（宇佐美幸彦）が勤めた。この特別講義は次のような内容であった。
I . はじめに
1 . 経済や社会の国際化、グローバル化が進行しているが、それとともに外国語の重要性はます
ます高まっている。
2 . 外国語の学習や高度の運用能力を得るために使用される時間や余裕は次第に少なくなってい
る。
3. 現実の社会では外国語能力の要望は高まっており、このため次のような点が明確化されなく
てはならない。
(1) どのような目的のために、どのような水準の外国語能力が達成されるべきか。
(2) 会話能力と読解・記述能力の両方か、会話能力か読解・記述能力のいずれかか、あるい
は、主として会話能力だが、いくらかの読解・記述能力というような、到達目標の重点をど
こに置くべきか。
(3) 当該の外国語がどのように利用されているかという需要状況との関連で、どのような運用
能力の水準を求めるべきか。
(4) 外国語の学習後、実際に使用されるまでにどのくらいの時間的な間隔があくのか、その間
隔が言語の運用にどのような影響を与えるか。
4. 異文化間の十分な知識を持たずに、単に言語的知識のみを習得しても失敗を招きやすい。実
際に行動を行う場合、外国語の知識があれば、すべてを知り、意のままにできると思いがちで
あるが、その言語の運用に関する、そしてコミュニケーション手段としての言語の使い方に関
する、それぞれの文化に特有の規則や規範に気づかないことが多い。
I. 心理学からのコミュニケーション研究
従来から心理学がコミュニケーションの問題を取り上げてきたことは周知のことであるが、心理
学はとりわけ言語的コミュニケーションと非言語的コミュニケーションを区別しており、最近にお
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いては、非言語的コミュニケーションの情報内容の問題を重点的に取り上げるようになってきてい
る。異文化間的研究や比較文化的研究との関連で、エクマン (1973)、イザード (1968)、シェーラ
- (1981) という研究者たちの成果として、感情（喜び、不機嫌、憤り、恥じらいなど）の普遍性
についての研究が知られるようになった。
顔に表れるような基本的感情表現は明らかに個別の文化圏を越えるものであるが、そうした表情
以外においては、言語的態度と同様に、非言語的態度もそれぞれの文化に特有の形で規制、制御さ
れるものであることは事実である。
したがって国際活動を成功に導くための言語教育の重要性が問題にされる場合には、語彙、統語
論、外国語運用能力という純粋に言語的知識のみならず、非言語的な信号や表現形式にかかわる知
識や習熟もまた配慮されなくてはならない。到達目標とすべきレベルは、話し相手の意図や態度を
理解するだけではなく、他者が理解可能なように自己を表現し、自分が目指すことや期待すること
を相手に伝え、お互いに意思疎通できる能力を身につけることである。
m. 相反する 2テーゼ―ー「収紋理論」と「拡散理論」
1 . すべての人間は同じである。
2. 人間はこの世界で一人一人異なる唯一の存在である。
この二つのテーゼは一見すればお互いに矛盾しているようであるが、両者ともに妥当なものであ
る。この相対立する基本命題は、いわゆる「収緻理論」の一部をなすものであり、この理論は40年
ほど前に登場し、社会学、政治学、そしてとりわけ経済学の分野で好んで用いられたものである。
この理論によれば、たしかに個別の相違は存在し、経済的、歴史的、文化的発展過程によって、個
人や集団や民族や国民文化の違いは生じるものではあるが、しかし理念や物資そして人間の国際化
やグローバルな交流はますます増大し、それとともに挙動の相違は次第に同一化、融合、均質化さ
れるのである。
しかし一般化を求めるすべての理論は、その逆の理論を招くものである。それゆえ「収紋理論」
がもてはやされると、これに対抗していわゆる「拡散理論」が登場した。「拡散理論」の基礎には、
人間は差異、区別、独自性を求めて活動するものであり、これらの価値が脅かされればこれに対し
て抵抗を行うという考えがある。とりわけ人間は、自分と比較されるような集団や、関連を持つ集
団に対しては、違いを強調するものである。一見すでに失われたと思われるような、古い神話、伝
説、方言、祭事、記念日、英雄、服装などが、復活されたり、維持されたり、執り行われたりする
のである。これらは共同体の精神性を確立し、連帯の意識を強化し、帰属性を強化し、他者との違
いを意識することで隔たりを強調する。また「拡散理論」においては、文化的多様性は決して一律
化されないし、またそうすべきでもなく、むしろ逆に維持され促進されねばならないと考えられ
る。植物や動物の多様な種類を維持することが重要であるが、そればかりでなく、文化の多様性を
維持し保護することは将来にとって重要なことであるとみなされる。
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N. 文化的多様性の問題の2つの事例
1 . 中国人とドイツ人の交渉の際の文化的葛藤
あるドイツのジョイントベンチャー企業のマネージャーが短期間のうちに 4度も中国へ旅行し
た。今までの話し合いはたいへん友好的な雰囲気の中で行われ、中国人はドイツ人マネージャーの
話の内容に関心を持っているようであった。
しかし交渉は一向に進展しなかった。そのうちにドイツ人は自分の会社で大きな問題を抱えるよ
うになった。時間はだんだんとなくなり、上層部はこの交渉があまり効果をあげていないと考える
ようになった。そしてそのマネージャーの「あまりうまく行かない交渉」に関して、おおっぴらに
嘆く声も聞かれるようになった。マネージャーにもフラストレーションや怒りがたまっていった。
次の交渉でまたもや結果がえられそうになくなったとき、そのマネージャーは、「交渉相手の戦略
を漸く見抜いた」と感じた。「彼らはただドイツ人の自分を繋ぎとめておき、多くの情報を得よう
としているまでのことだ。そしてその情報を使い、彼の会社を他の競争相手の会社と競わせて、漁
夫の利を得ようとしているのだ。……」
とうとう彼は、 ドイツで一般に「あいつらに物を見せてやる」「机を思い切り引っぱたく」とい
う行動に出た。そのマネージャーは急に大声で交渉相手の中国人を罵り、「もう馬鹿ににされない
ぞ。いつまでも問題を回避することはやめるべきだ。はっきりとした責任ある返事がほしい。もう
忍耐が切れた」と伝えた。
中国側にとっては、このドイツ人の態度や声の大きさは大きな衝撃を与えるものであった。中国
人の交渉相手は蒼くなり、黙り込んだ。交渉は決まらなかった。
ドイツに帰国してからマネージャーは上司から、今度の旅行が最後の中国行きであったことを告
げられた。一方中国側は手紙でジョイントベンチャーの話の内容に関心を示すことを伝えてきた
が、彼との交渉のことについては何も触れていなかった。
2. ドイツ人とアメリカ人の相互作用への関わり方
ドイツの大学に 1年間留学したアメリカ人女子学生のインタビューを紹介したい。「ドイツでは、
同じテーブルに座っていても特に重要な話がないときには、人々がお互いにあまり話をしていない
ことに気づいた。ドイツ人は黙って座っていてもあまり気詰まりを感じないらしい。アメリカで
は、人々はいつもオープンであるべきだと思い、会話を始める必要性を感じる。そうしないと何か
しら気詰まりである。多くの人々と話をするのは確かに楽しいことであるが、一方ではストレスも
たまる。」「ドイツ人と知り合いになるのは難しい。たいていの場合私から話しかけねばならない。
でもそうすると、彼らはよく話に乗ってくる。」「ドイツ人と知り合いになるのは難しいが、助けを
求めると、彼らはよく手伝ってくれる。彼らはいつでも人を助けようとしている。」「ドイツ人があ
る人に本当に関心を持ったときには、彼らは質問をしてくる。それ以外会話は始まらない。最初そ
れが分からなかった。それを理解することが難しかった。」
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V. 文化の持つ機能
文化は次のような機能を果たす。
1 . ある集団への帰属機能、「個人のアイデンテイティ」形成機能
2 . 他者と区別する機能
3 . 適応の機能
4. 方向付けの機能、「意味形成」機能
5. コミュニケーション機能
VI. 結論
テーゼ 1: 言語知識のみを重視する外国語学習は不十分で、異文化間コミュニケーションや異文
化間行動にとって有効な事項を補足すべきである。
テーゼ2: 外国語教育は、学習者が将来であうと予測される課題を考慮せねばならない。何を、
どれほど、誰のために、なぜ、目的は？ などが考えられねばならない。
テーゼ3: 言語研究の成果と、国際交流研究の成果、比較文化的研究の成果が結合されなくては
ならない。これらは困難な課題であるが、学際的な研究と教育が不可欠である。
テーゼ4: 異文化間の葛藤事例の分析、「文化標準」やその効用を尊重すること、「状況に適応し
た学習」などの新・学習心理学理論に基づいたカルチャーアシミレーターやセンシタ
イザーによる学習、すなわち、生活実践に近く、有意味な状況に基づく学習は、未来
の外国語学習に不可欠である。
テーゼ5: 外国語教育と異文化間トレーニングは、これまでよりももっと緊密に相互に連携すべ
きである。そのためには「融合したコンセプト」(Koinzidenz-Konzept)が必要である。
テーゼ6: 言語と行動の融合コンセプトの概念図
言語体験 外国語 八将来の異文化間的要求
I ／ 
―自分の文化圏＿
I 
学習過程
＼ 
行動体験 異文化間の行動能力＼将来の言語運用能力と異文化間的活動能力
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